
北見オホーツクＡＴケーススタディ
史跡常呂遺跡群
1500年の時空を超えて古代オホーツク文化を体感

令和7年5月13日 石北沿線ふるさとネットワーク



オホーツク文化の魅力

豊かな歴史遺産

1500年の歴史を持つ貴重な遺

跡群

独自の文化体験

古代オホーツクの暮らしを体感

地域資源の活用

遺跡と自然環境の調和





史跡常呂遺跡群の特徴

考古学的価値

国内有数の遺跡として学術的に重要

歴史的背景

オホーツク海沿岸の古代文化の中心地

保存状態

良好な状態で保存された遺構と遺物

教育的意義

地域の歴史学習の重要拠点



アドベンチャートラベル メニュー

アクティビティ

• カヤック体験

• 自然環境でのハイキング

• サイクリングコース

• 温根湯温泉での癒し

オホーツクの食

• 新鮮な海産物（帆立、牡蠣、シマエビ）

• 地元の農産物（タマネギ、じゃが芋）

• 名物料理の体験

温根湯温泉 まつり 神輿川渡御（みこしかわとぎょ） 佐呂間町 サロマ湖 キムアネップ岬 ワッカ原生花園 栄浦 北見市常呂町オホーツク海 前浜



ロケーション

地理的位置

オホーツク海に面した北海道北東部

アクセス

石北本線を活用した観光周遊ルート

自然環境

海・湖・山の三要素が揃う多様な景

観



既存の自治体を超えた連携

■広域観光戦略

石北線沿線自治体の連携強化

■人口減少対策

地域資源の共有による活性化

■新たな価値創造

各町の特色を活かした観光開発



遺跡の保存と観光開発

学術連携

東京大学文学部考古学研究室・常呂遺跡の館との協働

保存活動

地域ボランティアによる遺跡保全の取り組み

コンテンツ開発

保存と調和したＡＴプログラムの構築

情報発信

勉強会・ワークショップ・フォーラムの開催


